
 

 

 

ごあいさつ    校長 加藤明恵 

保護者･地域の皆様には、これまで何度かお知らせ

して参りましたが、令和 7年度原町小学校はコミュニ

ティ・スクールとしてスタートいたしました。本校を含め

た 3校が目黒区先行実施ということで、この１年間の

取組がこれからコミュニティ・スクールとなる目黒区の

小中学校の参考となるよう努めてまいります。具体的な

内容については、このＣＳだよりでご報告させていただ

き、理解を深めていただければと思っています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

ごあいさつ   委員長 井上忠之 

このたび、学校運営協議会委員の委員長を拝命

いたしました井上と申します。地域と学校が一体とな

って子どもたちの健やかな成長を支える、やりがいの

ある役割と受け止めております。責任の重さを感じつ

つも、これまで培われてきた地域と学校の信頼関係

を大切にしながら、保護者の皆様、地域の皆様と力

を合わせ、より良い学校づくりに努めてまいります。今

後ともご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目黒区立原町小学校 

校長  加藤 明恵 

CS 委員長 井上 忠之 

令和 7年 4月 30日 

令和６年４月３０日  

コミュニティ・スクールってなに     → 学校運営協議会を設置した学校のことです。 

学校運営協議会の主なはたらき   → 学校の課題を地域の大人の代表が話し合ってよりよい解決策を 

協議します。（熟議と言います） 

第１回 学校運営協議会報告 

開催日時 令和7年 4月 22日（火） 

１５：００～１６：３０ 

次第： 司会（副校長）    傍聴人７名 

１ 校長あいさつ    

２ 学校運営協議員自己紹介  

３ 委員長副委員長選出 

４ 令和７年度学校経営方針 

年間行事予定／学校の様子等 

５ 情報交換・熟議 

６ 学校教職員紹介 

７ 事務連絡 年間予定について 

熟議 「今年の運動会について」 

昨年度まで実施していた高学年の騎馬戦を継続するか
学校で検討している件について議論しました。 
まずは、体力向上・体育的行事委員会の委員長より、検
討内容について説明がありました。 
・全国的にやめる傾向にあり、理由として大きな事故が起きて
いて命の危険もあり、訴訟になるケースがあること 
（目黒区内小学校２２校中今年度騎馬戦を行う学校は２校） 

･児童の体力が年々減退していて、原町小も同様であること 
・指導者の技能が必要となり、若手教員が増加している中で
安全な指導や練習時から補助者を配置するのが難しいこと 
これらの説明を聞いた上で、それぞれの立場からご意見を伺
いました。 
【委員からのご意見】 
・いまだに騎馬戦をやって 
いるなんてびっくりです。 
安全面からもやめた方が 
いいのではないでしょうか。 
・他校がやめている中で原町小は継続していることが、誇らし
いと感じているので継続してほしい。 
・うちの子が騎馬戦を嫌がっていたので私もあまり好きでな
いです。やりたい子もいるでしょうが、やりたくない子もいると
思います。 
・低学年の子も高学年になったら騎馬戦をやるんだと思って
頑張ろうという気持ちをもっているようです。 
・事故があったときに、保護者が先生の責任と言ってくること
を考えると、一生懸命やっている先生が気の毒に思います。 
・しっかり説明すれば、分かってもらえる保護者・地域なので 
今のような内容を伝えればよいのでは。 
・実際にやる子どもたちがどう考えているのかをまず聞くこと
が大事なのでは。 

令和７年度 学校運営協議委員の皆様です 

元ＰＴＡ会長  

 保護司 原町住区事務局長 

 原町住区社会教育部長 

 目黒区青少年委員 

 原町住区交通部長 元ＰＴＡ会長 

 円融寺幼稚園元教諭 

 元小学校教諭 

 原町小ＰＴＡ副会長 

 原町小ＰＴＡ副会長 次回開催は６月１４日（土）です 

 


